
                地域密着型金融の取組事例（平成 26年度） 

  

 

農山村漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

タイトル 米価下落への対応           ＪＡ名 江刺 （岩手県 ） 

 

１ 動機 

（経緯） 

平成 26 年産米の大幅な米価下落により、稲作経営に大きく影響を及ぼしている

為、ＪＡとして対応出来うる対応をする事とした。 

 

 

 

 

２ 概要 貸付対象者を、出荷契約者及び水稲種子生産者として、個人 300 万円以内、法

人・集落営農組織 600万円以内で、貸付期間は３年間で無利息資金とした。 

 無利息で対応する為、奥州市とも協議をして利子補給対応をした。 

 

 

 

３ 成果 

（効果） 

 ＪＡ広報誌（組合員世帯へ配布している）への資金内容の掲載や、関係部署へ

の周知・掲示により、４０件４，４８１万円の貸出実績となり、稲作農家経営に

貢献する事ができた。 

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 今後も米価下落による影響はＴＰＰ等により、ますます加速すると考えられ、

都度可能な限り、状況に合った資金対応をしていく必要がある。 

 課題としては、稲作農家の高齢化により後継者もなく、貸出基準外となってし

まったケースがあり、融資という面だけではない対応が必要である。 

 

 

  


